
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年２月１１日                 全国一般神奈川                    第２９７（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
２
月
１
２
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
２
月
１
３
日 

昼
経
団
連
前 

夕
方
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社 

東
京
総
行
動 

●
２
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
２
月
１
５
日 

１
６
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
２
月
１
６
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
２
月
１
６
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
２
月
１
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
５
回
担
当
者
会
議 

 

●
２
月
１
８
日 

１
０
時 

県
労
委 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
県
労
委
証
人
尋
問 

 

●
２
月
１
９
日 

１
６
時 

Ｌ
Ｇ
み
な
と
み
ら
い 

エ
イ
ボ
ン
折
衝 

 

●
２
月
２
０
日 

１
２
時 

新
百
合
ヶ
丘 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

●
２
月
２
０
日 

１
８
時 

学
校 

写
真
学
園
団
体
交
渉 

 

●
２
月
２
３
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議 

●
２
月
２
３
日 

１
４
時 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

第
５
回
支
部
代
表
者
会
議
・
組
織
内
春
闘
学
習
会 

 

●
２
月
２
４
日 

１
３
時 

日
比
谷
野
音 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！ 

 

●
２
月
２
５
日 

１
５
時
３
０
分 

・ 

１
７
時 

 

ビ
ス
テ
オ
ン
情
宣
行
動 

・ 

会
議 

ア
セ
ッ
ク
会
議 

 

●
２
月
２
６
日 

１
３
時
１
５
分 

ｗ
ｅ
ｂ 

ビ
ス
テ
オ
ン
解
雇
撤
回
裁
判
第
７
回
弁
論
準
備 

 

●
２
月
２
７
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

全ての職場で２５春闘を闘おう！ 
1・25～26 第 30 回全国協各県代表者会議で 25 春闘方針を確認 

第
３
０
回
全
国
協
各
県
代
表
者

会
議
は
、
昨
年
と
同
じ
く
群
馬
県

で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
高
崎
中
央

公
民
館
を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
さ
れ
、
両
日
と
も
、
会

場
に
約
２
０
名
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
約

２
０
名
が
参
加
、
神
奈
川
か
ら
は

会
場
に
１
名
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
３
名

が
参
加
し
た
。 

１
日
目
、
冒
頭
で
昨
年
急
逝
さ

れ
た
嶋
田
中
央
執
行
委
員
に
黙
と

う
が
捧
げ
ら
れ
、
続
い
て
池
内
書

記
長
が
春
闘
方
針
提
起
を
行
っ

た
。
豊
富
な
統
計
資
料
や
グ
ラ
フ

を
用
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を

契
機
と
し
て
顕
著
に
な
っ
た
物
価

高
騰
が
格
差
社
会
に
拍
車
を
か
け

日
本
で
も
貧
困
化
問
題
は
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
昨
年

の
衆
院
選
で「
手
取
り
を
増
や
す
」

と
し
て
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
た
１
０

３
万
円
の
壁
問
題
に
も
触
れ
、
イ

メ
ー
ジ
で
し
か
な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
踊
ら
さ
れ
た
こ
と
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。
本
来
な
ら
大
企
業
・
富

裕
層
が
得
を
す
る
税
制
に
メ
ス
を

入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
賃
金
を
増

や
し
て
社
会
保
険
加
入
で
暮
ら
し

の
安
全
を
実
現
す
る
べ
き
で
あ

る
。
今
こ
そ
物
価
高
騰
を
超
え
る

大
幅
賃
上
げ
が
必
要
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
今
年
の
参
院
選
で
は
、

若
い
世
代
の
経
済
的
要
求
を
取
り

込
む
運
動
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
、「
市
民
と
野
党
と

の
共
闘
の
勝
利
」
を
目
指
し
て
い

こ
う
と
も
提
起
さ
れ
た
。 

次
に
大
野
委
員
長
の
「
職
場
か

ら
労
基
法
改
悪
と
闘
う
」
講
演
が

あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
私
た
ち
神
奈

川
県
共
闘
の
１
月
３
１
日
の
学
習

会
に
て
同
様
の
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
よ
う
に
、
今
ま
さ
に
労

働
者
に
迫
り
く
る
危
機
で
あ
る
。

労
基
研
の
主
な
目
的
は
労
働
時
間

規
制
撤
廃
だ
が
、
１
９
８
７
年
以

来
５
年
お
き
に
改
悪
さ
れ
て
以

来
、
日
本
経
済
は
右
肩
下
が
り
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
じ
方
向

に
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。
軌

道
修
正
を
さ
せ
る
た
め
に
も
我
々

は
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
後
参
加
者
は
二
手
に
分
か

れ
分
科
会
を
行
っ
た
。「
均
等
待

遇
・
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
分
科

会
で
は
つ
い
に
１
月
２
９
日
に
勝

利
和
解
を
勝
ち
取
っ
た
キ
ス
テ
ム

裁
判
の
報
告
が
あ
っ
た
。
原
告
側

の
証
人
と
し
て
同
僚
が
同
一
労
働

の
証
言
を
し
て
く
れ
た
こ
と
、
被

告
の
会
社
が
反
省
の
意
志
を
示
し

和
解
に
守
秘
義
務
が
な
い
こ
と
な

ど
、
今
後
の
活
動
に
多
く
の
力
を

与
え
て
く
れ
た
。「
組
織
化
の
た
め

の
職
場
活
動
」分
科
会
で
は
、日
々

ど
う
い
う
活
動
が
組
織
強
化
や
世

代
交
代
に
効
果
が
あ
る
の
か
、
活

発
に
議
論
さ
れ
た
。
村
上
書
記
局

員
か
ら
の
、
ま
ず
自
分
の
職
場
で

団
交
、
オ
ル
グ
、
役
割
分
担
、
ど

ん
な
問
題
が
あ
る
か
等
を
語
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
言
う
話
や
、
ゼ

ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
で
は
テ
キ
ス
ト

を
用
意
し
て
加
入
時
に
組
織
に
つ

い
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
。 

２
日
目
は
渡
辺
副
委
員
長
か
ら

最
賃
闘
争
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
昨
年
の
衆
院
選
で
各
党
が
１

５
０
０
円
を
前
面
に
出
す
よ
う
に

な
っ
た
が
、
物
価
上
昇
率
を
考
え

れ
ば
不
十
分
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
地
域
間
格
差
も
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
全
国
協
で
は
１
月
２
０

日
秋
田
で
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り

関
心
も
高
か
っ
た
。
地
方
か
ら
声

が
届
く
こ
と
は
効
果
的
で
あ
り
、

今
後
も
労
働
局
・
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
へ
申
し
入
れ
を
し
て
い

く
。
重
要
な
の
は
最
賃
闘
争
を
職

場
で
の
賃
金
闘
争
に
以
下
に
結
び

付
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
ず
は
時
給
換
算
で
点
検
す
る
こ

と
か
ら
始
め
、「
会
計
年
度
任
用
職

員
」
を
始
め
と
し
た
公
務
の
労
働

者
と
連
帯
し
て
取
り
組
む
。
全
国

協
で
は
引
き
続
き
最
賃
闘
争
を
重

視
し
て
闘
っ
て
い
く
。 

各
地
区
報
告
討
議
で
は
、
２
日

間
で
１
９
件
、
争
議
の
経
過
や
最

賃
運
動
、
介
護
の
現
場
の
状
況
、

野
党
共
闘
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
２
５
春
闘
に
向
け
活
発

な
議
論
が
で
き
た
会
議
と
な
っ

た
。
２
５
春
闘
ガ
ン
バ
ロ
ー
！ 

 
 

（
清
水
真
樹
子
） 

Ｌ
プ
ラ
ザ
で
１
月
３
１
日
、
全

国
協
の
大
野
委
員
長
を
講
師
に
招

い
た
県
共
闘
主
催
の
春
闘
学
習
会

が
全
国
一
般
神
奈
川
の
１
２
名
を

含
め
総
勢
２
８
名
の
参
加
者
の
も

と
で
行
わ
れ
、
２
５
春
闘
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

実
質
賃
金
が
先
進
国
で
唯
一
下

落
し
て
い
る
日
本
で
、
８
時
間
働

け
ば
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
賃
金
を
獲
得
す
る
こ

と
＝
憲
法
２
５
条
で
保
障
さ
れ

た
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
を
取
り
戻
す

も
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
、
私
た
ち
労
働
組
合
は
団
結
権
、

労
基
法
を
武
器
に
し
て
経
営
者
と

の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
、

ま
さ
に
そ
の
武
器
が
奪
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
大
野
委
員
長
の
講

義
で
力
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
厚

労
省
の
労
働
基
準
関
係
法
制
研
究

会
（
以
下
「
労
基
研
」）
が
狙
っ
て

い
る
の
が
、
労
基
法
を
は
じ
め
と

す
る
労
働
者
を
守
る
た
め
の
労
働

法
制
の
解
体
に
あ
る
と
い
う
こ

と
。
そ
の
た
め
に
労
働
組
合
の
組

織
率
の
低
下
を
口
実
に
、「
労
使
自

治
」
や
「
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
っ
た
一
見
聞
こ
え
の

良
い
文
言
を
使
っ
て
、
傀
儡
の
職

場
代
表
を
作
り
、
労
働
組
合
を
職

場
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
だ
。 

団
結
し
た
労
働
者
（
集
団
）
に

代
わ
り
、
使
用
者
に
と
っ
て
使
い

勝
手
の
良
い
職
場
代
表
が
生
ま
れ

た
職
場
で
そ
の
先
に
待
っ
て
い
る

の
は
、
労
基
法
で
定
め
ら
れ
た
８

時
間
労
働
等
の
一
律
規
制
を
外

し
、
そ
れ
以
下
の
労
働
条
件
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
だ
。
全
国
一
般

神
奈
川
が
継
続
的
に
課
題
と
し
て

き
た
「
労
働
組
合
を
職
場
に
根
付

か
せ
労
使
協
議
を
定
着
さ
せ
る
」

こ
と
が
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。 

２
月
の
支
部
代
の
春
闘
学
習
会

で
各
職
場
の
成
果
と
課
題
を
共
有

し
て
、
２
５
春
闘
の
成
果
を
積
み

上
げ
て
い
こ
う
。 

 

（
八
木
） 

県
共
闘
春
闘
学
習
会
で
２
５
春
闘
ス
タ
ー
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２０２５年２月１１日                  全国一般神奈川                    第２９７号（２） 

【
ら
ぽ
お
る
の
樹
】
低
賃
金
と

過
重
労
働(

月
３
０
０
Ｈ
超)
、

無
休
憩
の
長
時
間(

１
６
Ｈ
超)

労
働
、
組
合
員
の
退
職
勧
奨･

配

置
転
換
、
労
災
申
請
の
妨
害
、
雇

い
止
め
、
不
誠
実
団
交
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等
々
。 

一
方
、
不
正
行
為
で
報
酬
削

減･

業
務
停
止
、
役
員
の
書
類
送

検
、
利
用
者
の
組
織
的
虐
待
、
公

文
書
偽
造
、
長
期
赤
字
体
質
、
賞

与
欠
配
遅
延
、
事
業
縮
小
と
職

員
合
理
化
等
々
。 

【
集
団
催
告
】
我
々
は
福
祉

と
い
う
「
資
本
家
の
聖
域
」
で
反

撃
の
狼
煙
を
揚
げ
た
。
２
０
２
３

年
１
２
月
夜
勤
未
払
賃
金
の
組

合
に
よ
る
集
団
催
告
請
求
。
不
誠

実･
不
当
な
経
営
者
の
悪
意
と
１

年
余
り
対
峙
。
だ
が
多
く
の
同
志

を
得
た
。 

【
県
労
委
】
２
０
２
４
年
９
月

県
労
委
斡
旋
申
請
。
既
に
「
債
務

承
認
」「
金
額
の
確
定
」
を
克
ち
取

り
、
労
基
署
の
指
摘
で
「
未
払
賃

金
の
存
在
」
は
証
明
済
み
。
争
う

余
地
は
無
い
。
斡
旋
に
応
じ
ぬ
法

人
に
、
使
用
者
委
員
が
業
を
煮
や

し
立
入
し
説
得(

ら
し
い)

。 

数
字
上
「
経
営
破
綻
」
が
読
み

 

ら
ぽ
お
る
の
樹 

未
払
い
賃
金 

集
団
催
告 

ほ
ぼ
勝
利
を
勝
ち
取
る
！ 

使
用
者
委
員
が
我
々
の
闘
い
を
称
賛 

ビ
ス
テ
オ
ン
Ａ
組
合
員
解

雇
撤
回
（
地
位
確
認
等
）
訴
訟

で
、
被
告
会
社
は
解
雇
後
１

年
間
を
か
け
て
、
解
雇
理
由

を
入
社
後
約
１
０
年
間
、
ま

た
前
職
場
に
於
い
て
も
業
務

成
績
が
悪
か
っ
た
と
主
張

し
、
根
拠
と
し
て
膨
大
な
書

類
や
メ
ー
ル
（
ほ
ぼ
英
文
）
を

書
証
提
出
し
ま
し
た
。 

原
告
側
は
、
昨
年
１
０
月

１
５
日
付
の
原
告
準
備
書
面

れ春のお花見会のお知らせ 

  

 

日時  2025 年３月 30 日（日） １０：００～１４：００位 

場所  小田原城址公園にて 

会費  無料 

※組合で多少の飲物とおつまみは用意いたします。後は、現地

の会場に食堂や売店がありますので各自でお好きな物をご購

入下さい。 

※ＪＲ小田原駅のＪＲ改札前 ９：４５に集合！ 
連絡先：佐藤 携帯 ０９０－９８１０－０５８２ 

瀧山 携帯 ０８０－１１９９－０２３３ 

  

全国一般神奈川 レクレーション企画 

ビステオン解雇撤回闘争 

解雇目的は「労働条件の低下を
阻んだ組合員の排除」 

解雇理由の捏造を許さない！ 

Ａ
組
合
員
は
、
２
０
２
２
年
６

月
に
川
崎
京
町
郵
便
局
に
雇
用

さ
れ
、
兼
務
と
い
う
こ
と
で
集
配

業
務
の
な
い
近
隣
小
規
模
郵
便

局
の
６
局
が
就
労
の
対
象
で
い

つ
異
動
と
な
る
か
心
配
が
あ
る

中
で
働
い
て
い
ま
す
。
郵
政
民
営

化
以
降
、
特
定
郵
便
局
と
い
う
制

度
区
分
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

小
規
模
な
郵
便
局
内
の
独
特
の

慣
習
は
民
営
化
後
も
色
濃
く
残

っ
て
い
ま
す
。
労
使
交
渉
は
、
就

業
規
則
等
社
内
諸
規
則
の
開
示

を
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
手

探
り
状
態
で
進
め
て
い
ま
す
。 

組
合
は
、
こ
の
間
Ａ
組
合
員
の

雇
用
に
つ
い
て
、
団
交
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
団
交
で
会
社

は
、「
入
社
２
年
半
後
の
人
事
考

課
が
Ｂ
ラ
ン
ク
以
上
で
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
雇
用
契
約
更
新
は

な
い
」
と
の
規
約
が
あ
り
、
２
０

２
５
年
３
月
末
日
ま
で
の
契
約

と
主
張
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
組

合
は
「
２
０
２
５
年
２
月
人
事
考

課
で
Ｂ
ラ
ン
ク
に
な
る
業
務
指

導
を
す
べ
き
」
と
、
人
事
考
課
に

つ
い
て
集
中
し
て
協
議
し
て
き

ま
し
た
。 

し
か
し
、
１
月
１
４
日
の
団
交

冒
頭
で
、
会
社
は
「
規
約
解
釈
が

間
違
っ
て
い
た
。
Ａ
組
合
員
の
場

取
れ
、
我
々
は
早
期
解
決
の
た
め

大
き
く
譲
歩
。
結
果
２
０
２
５
年

１
月
１
０
日
協
定
書
調
印
。
調
印

の
場
で
使
用
者
委
員
が
、
我
々
の

闘
い
を
称
賛
。
最
後
は
全
て
の
委

員･

事
務
局
員
の
ス
タ
ン
デ
イ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン(

但
し
拍
手
な

し)

で
送
ら
れ
、
我
々
は
会
場
を

後
に
し
た
。 

危
惧
は
支
払(

３
５
回
分
割)

が
止
ま
る
こ
と
。 

【
こ
れ
か
ら
】
資
本
家
の
聖
域

で
も
反
旗
が
翻
る
こ
と
を
、
全
国

の
福
祉
労
働
者
に
伝
え
た
い
。 

（
八
谷
） 

(福) 

１
に
お
い
て
、 

➀ 

英
文
の
翻
訳
の
誤
訳
や

文
書
主
旨
の
局
解
、
従
っ
て

改
竄
に
等
し
い
虚
偽
主
張
。 

➁ 

２
０
２
１
年
３
月
の
解

雇
方
針
決
定
以
前
の
資
料
に

は
原
告
へ
の
高
い
評
価
も
、

そ
れ
ゆ
え
の
高
い
ジ
ョ
ブ
レ

ベ
ル
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。 

③ 

２
０
２
１
年
３
月
以

降
、
一
部
の
資
料
に
「
Ａ
組
合

員
へ
の
低
い
評
価
」
が
あ
る

合
は
２
０
２
７
年
３
月
末
ま
で

の
間
に
Ｂ
査
定
に
な
れ
ば
良
い
」

と
、
従
来
の
見
解
を
訂
正
し
ま
し

た
。
組
合
は
「
後
２
年
間
の
雇
用

保
障
」
に
は
合
意
。
Ａ
組
合
員
に

は
、
焦
る
こ
と
な
く
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
励
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

組
合
は
、
こ
の
間
の
団
交
で
、

Ａ
組
合
員
の
２
年
間
の
雇
用
継

続
が
叶
っ
た
こ
と
は
成
果
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
無
期
雇
用
社
員

獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
共

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 
 
 

（
佐
藤
） 

が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
業
務

実
績
の
記
載
が
あ
る
。 

④ 

解
雇
方
針
決
定
は
、
コ

ロ
ナ
渦
で
労
働
条
件
低
下
を

許
さ
ず
闘
っ
た
Ａ
組
合
員
の

組
合
活
動
へ
の
嫌
悪
。 

と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の

後
被
告
会
社
の
求
釈
明
に
対

す
る
回
答
な
ど
を
受
け
て
、

次
回
２
月
２
６
日
第
７
回
期

日
（
ウ
ェ
ブ
開
催
）
に
向
け

て
、
現
在
準
備
書
面
２
を
鋭

 

無
期
雇
用
契
約
社
員
へ
向
け
て 

川
崎
京
町
郵
便
局
で
働
く
組
合
員
の
雇
用
に
係
る
団
体
交
渉
報
告 

 

 

意
作
成
中
で
す
。 

裁
判
と
並
行
し
て
、
組
合

は
県
共
闘
の
支
援
を
受
け
て

解
雇
撤
回
―
現
職
復
帰
の
社

内
機
運
醸
成
を
も
視
野
に
、

毎
月
の
会
社
前
情
宣
の
継
続

と
早
期
解
決
申
入
れ
行
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。 

ビ
ス
テ
オ
ン
解
雇
撤
回
闘

争
に
注
目
と
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
藤
井
） 


